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キャッチフレーズ：「夢・希望に向かってキラリ輝く南小っ子」

進級・進学に向けて
校長 横 江 信 一

『光陰矢の如し』のことわざのとおり，１年の過ぎるのは本当に早いものです。

３月１６日（金）の卒業式には，５０名が希望に胸をふくらませ巣立っていきまし

た。２３日（金）には修了式が行われ，今年度の教育活動が一切終わろうとしてお

ります。

この１年間，ご家族と地域の皆様のお陰で，充実した教育活動を展開し，大きな

成果を収めることができました。皆様の温かいご支援・ご協力に対して厚く感謝申

し上げます。

さて，春休みは，子供たちにとって別れと出会いの時期であり，また，進級・進

学という大きな節目に当たる時期です。

進級・進学は，子供にとっては，大人が考える以上に大きな心理的な負担となり

ます。このような気持ちを親が理解してやり，子供が安心して新しい環境に入って

いけるように応援してあげることが必要です。そのための生きるエネルギーを充電

してやる場が家庭です。

春休みは，１年間の反省を基にして，子供に新たな希望と目標をもたせるととも

に，新学年に向けてのエネルギーを十分に充電する期間にしていただきたいと思い

ます。

何よりも，親が子供の１年間の努力を心から認め，ほめてやることが大切です。

やる気に満ちた状態で新学年を迎えられるように，各ご家庭でのお子さんへの配慮

をよろしくお願いいたします。

最後になりましたが，この１年間，本校の教育活動にＰＴＡ役員の方々，保護者
の皆様，地域の皆様に多大なご協力とご支援をいただきましたことに感謝申し上げ
ます。次年度もご支援をお願い申し上げまして，感謝の言葉にかえさせていただき
ます。

の主な行事予定
１６日（月）視力・聴力検査

地区安全指導
１７日（火）全国学力・学習状況調査

９日（月）第１学期始業式 １８日（水）音楽集会 交通安全指導
（３校時限） 給食無し １９日（木）歯科健診 地区安全指導

１０日（火）午前授業（３校時限） ２１日（土）学習参観日（１校時限）
入学式（１３：３０～） Ｐ総会・学年懇談会

１１日～１３日まで１年生３校時限 ２３日（月）地区安全指導
１２日（木）視力・聴力検査 ２５日（水）児童集会 １年生を迎える会

委員会活動
１３日（金）視力・聴力検査 ２６日（木）代表委員会 集金日

地区安全指導

春休み ～４／８



☆☆☆ 離 任 式 ☆☆☆

○ 日 時： ３月２９日（木） ８：３０～９：００

場 所： 南郷小学校体育館 ※上靴をもたせてください。

新年度始業式･入学式について

○ 始業式 ４月 ９日（月）３校時限で給食はありません。

○ 入学式 ４月１０日（火）２～５年生は３校時限で給食はありません。

午後１時３０分から入学式になります。

３月１５日（木），卒業式の前日でしたが，６年生を送
る会が行われました。これまで学校を支えてくれた６年
生に，感謝の気持ちを込めて各学年が手作りのプレゼン
トを贈ったり，歌や合奏，クイズなどを披露しました。
６年生の表情を見ていると，学校での活動をここまで頑
張ってきたという満足感と，まもなくお別れするという
気持ちが入り交じった複雑な様子でした…！しかし，会
も終わりに近づいた頃には，明日の卒業式に向けて気持
ちがまた高まってきたようでした。

大変立派な卒業式でした
３月１６日（金）午前１０時から南郷小学校

体育館において，卒業式が行われました。当日
は穏やかな天気となり，体育館も春らしくあた
たかい空気に包まれました。その中で卒業生５
０名は，小学校生活６年間の集大成となる最後
の授業に臨みました。一人一人の歩く姿，立つ
姿，歌う姿などどれを見ても大変立派な態度で
した。別れのことばでは，保護者の方もこれま
でのお子さんの成長の跡を思い出し感激に浸っ
ていた方が多かったようです。次の詩は別れの
ことばの中で歌われるものの一つです。

今日のこの時を いつか思い出す 希望と大きな夢をだいて歩いた日を
今日は旅立ちの朝がきたけど いつまでも覚えていよう この日のこと

この詩にあるように，子どもたちはいつまでもこの日の感動を持ち続け，成長し
ていってくれることでしょう。中学校での活躍に期待したいと思います。

滋賀県長浜市立南郷里小学校からいただきました
３月のはじめに滋賀県長浜市立南郷里小学校の４年生のみ

なさんから，模造紙に書かれたカレンダーをいただきました。
同じ南郷という名前がつく学校で，震災にあったところがな
いか探したところ宮城県の南郷小学校が見つかったというこ
とです。震災に負けず頑張って欲しいという気持ちから日に
ちごとにいろいろなメッセージが書かれていました。子ども
たちは，毎日メッセージを食い入るように見ていました。


